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動物細胞の核では，ゲノム DNA が折りたたまれてクロマチン構造をとり，核膜に包みこまれることによって核

内に貯蔵されるだけでなく，積極的に力学的圧力から保護されることによって，転写や複製を制御している．

しかし，核構造を形成・維持する分子メカニズムは十分明らかにされていない．本共同研究では，核構造に異

常を引き起こすマウスのノックアウト細胞（KO 細胞）を用いて，その遺伝子欠損が核構造の物性にどのような

影響を与えているかを定量的に計測することを目的に，2023 年度から引き続き AFM を用いた核構造の力学

的特性の計測を行った．前回の共同研究において，申請者は受入担当の福間剛士教授が開発したナノ内視

鏡 AFM を用いた核の弾性計測を行い，野生型マウス細胞と比較したところ，マウス KO 細胞では有意に核

の弾性が低下していることを明らかにした．また，今年度は核の破裂に対する抵抗性（Rupture Resistance）

を計測した．方法は AFM を用い，カンチレバー先端にガラスビーズを取り付け，核を押し込むことで力学的ス

トレスを与えて核の破裂を引き起こした（図）．この時，細胞を

押し込む力を計測することで，Rupture Resistance を定量化し

た．その結果，野生型マウス細胞と比較して，マウス KO 細胞

の Rupture Resistance は大きく変化していることが明らかに

なった．その一方で，Rupture Resistance に影響を与える要

因は核の弾性だけでないことが示唆された．この詳細なメカニ

ズムの解明のために，継続して共同研究を進めたいと考えて

いる．
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外的ストレスに対する核の抵抗性に関わるヘテロクロマチンの役割


